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1．はじめに 

 発達に問題がないとして低出生体重児の発達フォロー

アップから卒業した子どもたちの中に、低出生体重児に

特有の発達的な特徴があることが指摘されている。特に

目と手の協応が必要とされる課題の成績が低いとの指摘

が多く、本邦でも安藤ほか（2006，2007，2008）によっ

て報告されている。また全身の動きの制御についても不

器用さがあり、長島ら（1979）は発達が良好な低出生体

重児の群であっても、「ケンケン」については対照群に対

して有意に低い通過率を示したことを報告している。極

低出生体重児の幼児期の協調運動を検討した増田（2004）

も、同年齢の幼児と比べて低い運動パフォーマンスを示

し、なかでも静的バランス課題での低成績が目立つと指

摘している。以上の知見から、目と手の協応を含む身体

制御の不器用さは、低出生体重児が抱えやすい発達的な

特徴である可能性が考えられる。 

さらに我々 が低出生体重児の母親に対して行ったアン

ケート調査では、低出生体重児の不器用さは身体面だけ

でなく、心理的な面にも表れる可能性が示唆された。出

生体重が2,500g以上の子どもの母親と比べると、低出生

体重児の母親は自分の子どもが「行動や活動の切り替え

がしにくい」「初めてのことにはなかなか取り組みにくく、

苦手なことを拒否する」「できる・できないに関わらず、

いつも助けを求める」「新しいことをするとき表情が硬か

ったり、無意識に体に力が入ったりしている」「ちょっと

したことを気にし、いつまでも引きずる」と感じている

ことが分かった。これらの結果は、実際に幼児期の低出

生体重児の発達支援プログラムを実施する中でも感じる

子どもたちの特徴とも一致しており、新しい場面や課題

に対する苦手意識が、さまざまな発達を促す活動への参

加を阻害している可能性も考えられた。低出生体重児の

発達リスク児を支援するためには、単に身体制御能力を

育成する課題を並べるだけでなく、このような低出生体

重児の心理特性へも配慮した発達支援プログラムが必要

であると考えられた。 

また明確な発達障害の診断を受けない低出生体重児の

多くは、発達上のリスクがあるにもかかわらず、公的な

発達支援の対象にはなりにくい。行政や医療機関からの

発達支援サポートを受けられないまま、保護者が不安を

高めていることも多い。子どもの出生体重が小さいほど、

子どもの発達に対する保護者の不安は大きくなる傾向が

あるとの報告もある（山口・遠藤，2009）。そこで上述し

た低出生体重児の発達を支援するプログラムと並行して、

低出生体重児の母親支援も同時に実施することが重要で

あると考えた。 

平成26年度に試行錯誤して実施してきたプログラムを

下地に、平成27年度は中山隼雄科学技術文化財団の助成

金を得て、低出生体重児の発達支援プログラムのマニュ

アル化とパッケージ化を試みた。プログラムは幼児教室

と母親支援教室に分かれる。幼児教室ではプログラムの

大枠を定め、5つのパーツを組み合わせて、毎回のプログ

ラムを構成する。5つのパーツのうち、はじまりと終わり

の「あいさつ」については定型化し、残りの部分は子ど

もたちの抱える発達上の課題を意識して選択する。さら

に平成27年度は、それらのプログラムを一般の保育士に

実施可能なレベルにまで記述した。研究者ではなく、低

出生体重児についても特別な知識のない保育士に実施し

てもらうことで、今後、保育園や幼稚園、地域の様々 な

活動において取り入れやすい形になるようなマニュアル

化を意識した。 

 

2．すくすく幼児教室の実施概要 

（1）参加対象児 

 以下に記す「すくすく幼児教室」の参加者募集に応じ

て参加希望のあった4 名の幼児を対象児とした。対象児

は、5歳男児1名（A児）、5歳女児2名（B児、C児）、4

歳女児1名（D児）であった。出生体重は、B児とC児が

700g台、A児とD児が1,000g～2,500gの範囲内であった。

A児、B児、C児は平成26年度、試行錯誤的に開催した「す

くすく幼児教室」に在籍していた幼児である。 

 

（2）参加募集の手続き 

 参加者を募集するにあたりX 病院で出生した低出生体

重児のうち、平成22年4月2日～平成25年4月1日の
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間に生まれ、出生時の体重が2,500ｇ未満の子どもの保護

者に対し、X病院の協力を得て「小さく生まれたお子さん

のための平成27年度すくすく幼児教室開始のお知らせ」

と協力依頼の手紙を配布した。なお本手続きを遂行する

にあたり関係機関の倫理審査を受けるとともに、個人情

報が保たれるよう細心の注意を払った。 

 

（3）すくすく幼児教室の開催日程と開催 

 6月から12月までの原則として最終水曜日の午後をす

くすく幼児教室の開催日とし、計6 回のセッションを行

った。1回のセッションは90分であった。子どもたちを

対象とした幼児教室は、X病院の一室を借りて実施し、隣

室で母親を対象とした母親支援教室を同時に開催した。 

 

（4）幼児教室の内容 

 各セッションは、幼児の手先の動きや体全体の動きを

遊びの中で体験できるように組み立てた。子どもたちは

来室すると、まず教室内にある玩具や道具を使って自由

に遊んだ。その後、全員で使った道具や玩具を片づけて

から、イスを並べ、はじまりのあいさつと呼名、手遊び

を行った。その後は、各回異なる活動を行った。活動は

主に保育士が提示し、子どもたちの様子は協力学生4 名

が記録した。学生たちが子どもと慣れるように、手遊び

を子どもの横で行い、各活動でも参与観察しながら、記

録をとった。描画とはさみの使い方を意識した課題と、

全身の動きを課題に合わせて調整する課題、バランス能

力を育てる課題が、それぞれスモールステップで積み上

げられるような構成にした。低出生体重児の発達的な特

徴を意識して工夫したポイントは、（1）活動プログラム

には長めの時間を確保したこと、（2）「あいさつ」といっ

た定型の活動前に自由遊びの時間を盛り込んだこと、（3）

経験したことのある活動と重複させながら新しい活動に

取り組ませること、（4）物語をもとにした遊びを展開す

る中で課題に取り組ませることの4点である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図1．描画の発達を促す活動プログラム例 

 
3．すくすく幼児教室の評価 

（1）教室内での不適応行動の変化 

 新規刺激に対する不適応行動は、子どもによってその

表現が異なる。A児は身体を固く緊張させ、極端な時には

両手で顔を覆って隠す行動が見られた。またB児、C児に

ついては、ボーっとしてしまい声掛けにも無反応になる

行動パターンがよく見られた。それらの反応に着目し、

不適切な行動がどの程度変化するのかを、平成26 年度、

平成27年度の記録との比較により確認した。平成26年

度当初は新しい出来事に対して身体を固くするか、何も

言わずにやらない、ボーっと集中が切れたような状態に

なることが多かった。また課題の切り替えが難しく、始

まりにくく終わりにくいという特徴を示していた。教室

での活動を体験する中で、徐々 に、言葉を使って拒否で

きるようになり、平成27年度には切り替えの難しさが目

立たなくなり、課題を拒否することも少なくなった。 

 
（2）静的なバランス能力の発達 

身体制御能力の発達的変化を評定するため、各幼児の

片足立ちの持続時間を計測した。姿勢制御能力に対する

ツイスター課題を導入する前の時点で、すくすく幼児教

室に通う全ての子どもたちの片足立ちの持続時間は、参

考値である幼児期の平均を大きく下回っていた。A児につ

いては、平成27年度の課題に取り組む中で、静止姿勢の

保持能力が飛躍的に発達した。B児とC児についても、幼

児期の平均値には届かなかったものの、確実に片足立ち

の持続時間が伸びた。 

 
4．今後の課題 

 本研究の大きな課題は、これまで低出生体重児の発達

研究に携わる研究者らが試行錯誤的に試みてきたプログ

ラムを、一般の保育士に実施可能なレベルにまで記述し、

マニュアル化することにあった。平成27年度は作成した

マニュアルに基づいて、低出生体重児について特別な知

識のない保育士にプログラムを実施してもらった。子ど

もの行動観察や、片足立ちの計測、また母親からのアン

ケート結果からは、研究者が実施した平成26年度と同様、

平成27年度もすくすく幼児教室のプログラムが、低出生

体重児特有の難しさをもった子どもたちの発達を促して

いる様子を確認することができた。 

 ただ対象となった幼児の数は少なく、今後も様々 な低

出生体重児に対して対応可能なプログラムとなるよう、

さらなる改良を重ねるとともに、子どもたちが日常を過

ごす現場で利用してもらえるよう、広く伝えていきたい。

また保育園や幼稚園などの現場で働く保育士、幼稚園教

諭、また地域の発達支援を行っているサポーターに対し

て、低出生体重児の発達的な特徴や支援の在り方につい

て分かりやすく伝えていく努力も続けたい。 


